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(57)【要約】
【課題】複数枚の電子ペーパーを利用し，１つの意味の
ある表示を簡便に行うことができる複数ページの画像表
示システム，画像処理装置および電子ペーパーを提供す
ること。
【解決手段】画像表示システム５００は，電子ペーパー
２０Ａ，２０Ｂを連結した際，各電子ペーパー２０Ａ，
２０Ｂの相対位置を特定する。そして，各電子ペーパー
２０Ａ，２０Ｂは，１つの完成された画像（例えば，複
数ページ分を見開きで表示する見開き表示，１ページ分
を各電子ペーパーが分担して拡大表示する拡大表示）が
表示されるように，各自の相対位置に適した画像を取得
して表示する。
【選択図】　　　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数枚の電子ペーパーと，
　前記電子ペーパー同士の相対位置を特定する特定部と，
　前記特定部によって特定された相対位置に従って，その相対位置にて完成された画像が
表示されるように各電子ペーパーの表示を制御する制御部と，
　を備えることを特徴とする画像表示システム。
【請求項２】
請求項１に記載する画像表示システムにおいて，
　前記完成された画像とは，各電子ペーパーのそれぞれに表示された１ページ分のページ
画像を統合してなる複数ページ分の整列画像であることを特徴とする画像表示システム。
【請求項３】
請求項２に記載する画像表示システムにおいて，
　前記電子ペーパーに表示される文書が縦書きか横書きかを判別する判別部を備え，
　前記制御部は，前記判別部の判別結果に基づいて各電子ペーパーに表示する整列順序を
決定することを特徴とする画像表示システム。
【請求項４】
請求項１に記載する画像表示システムにおいて，
　前記完成された画像とは，各電子ペーパーに表示された画像を統合してなる１ページ分
の拡大画像であることを特徴とする画像表示システム。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれか１つに記載する画像表示システムにおいて，
　前記電子ペーパーは，表示するデータを記憶する記憶部を備え，
　前記制御部は，各電子ペーパーに，前記特定部によって特定された相対位置に応じた画
像のみを前記記憶部に書き込むことを特徴とする画像表示システム。
【請求項６】
請求項１から請求項５のいずれか１つに記載する画像表示システムにおいて，
　前記制御部は，前記完成された画像の表示を構成している電子ペーパーのうちいずれか
でページ送りが指示された際に，そのページ送りの指示に伴って，他の電子ペーパーも対
応するページの画像に切り換えることを特徴とする画像表示システム。
【請求項７】
複数枚の電子ペーパーと通信可能な画像処理装置において，
　前記電子ペーパー同士の相対位置を特定する特定部と，
　前記特定部によって特定された相対位置に従って，その相対位置にて完成された画像が
表示されるように各電子ペーパーの表示を制御する制御部と，
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　電子データの画像を表示する表示部と，
　隣接する電子ペーパーに対する相対位置を特定する特定部と，
　前記特定部によって特定された相対位置に従って，その相対位置にて完成された画像が
表示されるように前記表示部に表示する画像を制御する制御部と，
　を備えることを特徴とする電子ペーパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，複数枚の電子ペーパーに画像を表示する画像表示システムおよび画像処理装
置に関する。また，電子画像を表示する電子ペーパーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年，携帯型の電子ドキュメントビューワとして，電子ペーパーが実用化されている。
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また，電子ペーパーと印刷装置とを通信可能に接続し，両装置間でデータ通信を行うシス
テムがある。例えば，特許文献１には，情報処理装置にて印刷装置で出力するための印刷
データを印刷装置に送信し，印刷装置ではその印刷データを電子ペーパーに表示可能な表
示データに変換し，その表示データを電子ペーパーに送信している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２５５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら，前記した従来の電子ペーパーには，次のような問題があった。すなわち
，従来の電子ペーパーは，複数枚の電子ペーパーを並べ，１つの意味のある表示（例えば
，複数ページ分を見開きで表示する見開き表示，１ページ分を各電子ペーパーが分担して
拡大表示する拡大表示）を行う場合に，好適に対応することが困難である。例えば，２枚
の電子ペーパーを並べて２ページ分のデータを見開きで見ようとした場合，２ページ分の
データが見開きの状態となるように，各電子ペーパーの位置をユーザが揃えなくてはなら
ない。そのため，ユーザに不便を強いる。
【０００５】
　本発明は，前記した従来の技術が有する問題点を解決するためになされたものである。
すなわちその課題とするところは，複数枚の電子ペーパーを利用し，１つの意味のある表
示を簡便に行うことができる複数ページの画像表示システム，画像処理装置および電子ペ
ーパーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題の解決を目的としてなされた画像表示システムは，複数枚の電子ペーパーと，
電子ペーパー同士の相対位置を特定する特定部と，特定部によって特定された相対位置に
従って，その相対位置にて完成された画像が表示されるように各電子ペーパーの表示を制
御する制御部とを備えることを特徴としている。
【０００７】
　すなわち，本発明の画像表示システムは，電子ペーパーの相対位置を特定し，完成され
た画像が表示されるように，各電子ペーパーが各自の相対位置に適した画像を表示する。
これにより，完成された画像が自動的に表示されることになり，ユーザが画像を揃える手
間がない。なお，複数枚の電子ペーパーによる「完成された画像」としては，例えば，複
数ページ分の整列画像（見開き画像等），１ページ分の拡大画像が該当する。換言すると
，例えば，見開き画像ならば，隣り合う電子ペーパーとページ番号が関連することで「完
成された画像」となる。また，例えば，１ページ分の拡大画像を表示する際，隣り合う電
子ペーパーと画像が繋がることで「完成された画像」となる。つまり，ここでいう「完成
された画像」とは，複数枚の電子ペーパーを利用して１つの意味のある表示となる画像の
ことである。
【０００８】
　また，本発明の「完成された画像」とは，各電子ペーパーのそれぞれに表示された１ペ
ージ分のページ画像を統合してなる複数ページ分の整列画像であるとよい。このような画
像は，複数ページにわたる文書を読む際に便利である。
【０００９】
　さらに，「完成された画像」が整列画像である場合，画像表示システムは，電子ペーパ
ーに表示される文書が縦書きか横書きかを判別する判別部を備え，制御部は，判別部の判
別結果に基づいて各電子ペーパーに表示する整列順序を決定するとよい。これにより，読
み易さの向上が期待できる。
【００１０】
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　また，本発明の「完成された画像」とは，各電子ペーパーに表示された画像を統合して
なる１ページ分の拡大画像であるとよい。このような画像は，１ページ分のページ画像を
拡大して読む際に便利である。
【００１１】
　また，本発明の画像表示システムを構成する電子ペーパーは，表示するデータを記憶す
る記憶部を備え，制御部は，各電子ペーパーに，特定部によって特定された相対位置に応
じた画像のみを記憶部に書き込むとよい。これにより，大量のデータによる，電子ペーパ
ーの記憶部の圧迫を回避できる。
【００１２】
　また，本発明の画像表示システムの制御部は，完成された画像の表示を構成している電
子ペーパーのうちいずれかでページ送りが指示された際に，そのページ送りの指示に伴っ
て，他の電子ペーパーも対応するページの画像に切り換えるとよい。ページ送りの処理を
複数の電子ペーパーで連動して行うことで，画像を揃えることに関するユーザの手間を省
くことができる。
【００１３】
　また，本発明は，複数枚の電子ペーパーと通信可能な画像処理装置であって，電子ペー
パー同士の相対位置を特定する特定部と，特定部によって特定された相対位置に従って，
その相対位置にて完成された画像が表示されるように各電子ペーパーの表示を制御する制
御部とを備えることを特徴とする画像処理装置を含んでいる。
【００１４】
　また，本発明は，電子データの画像を表示する表示部と，隣接する電子ペーパーに対す
る相対位置を特定する特定部と，特定部によって特定された相対位置に従って，その相対
位置にて完成された画像が表示されるように表示部に表示する画像を制御する制御部とを
備えることを特徴とする電子ペーパーを含んでいる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば，複数枚の電子ペーパーを利用し，１つの意味のある表示を簡便に行う
ことができる複数ページの画像表示システム，画像処理装置および電子ペーパーが実現さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施の形態にかかる画像表示システムの構成を示すブロック図である。
【図２】画像表示システムに含まれるＭＦＰおよび電子ペーパーの電気的構成を示すブロ
ック図である。
【図３】画像表示システムに含まれる電子ペーパーの外観を示す斜視図である。
【図４】図３に示した電子ペーパーの機能概要を示す概略図である。
【図５】電子ペーパーを連結し，見開き表示を行った状態を示す図である。
【図６】電子ペーパーを連結し，拡大表示を行った状態を示す図である。
【図７】第１の形態にかかる読取送信処理の手順を示すフローチャートである。
【図８】第１の形態にかかる表示処理の手順を示すフローチャートである。
【図９】第１の形態にかかるページ送り処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】第２の形態にかかる読取送信処理（見開き表示）の手順を示すフローチャート
である。
【図１１】第２の形態にかかる読取送信処理（拡大表示）の手順を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下，本発明にかかる画像表示システムを具体化した実施の形態について，添付図面を
参照しつつ詳細に説明する。本形態は，電子ドキュメントビューワである電子ペーパーと
，複合機（ＭＦＰ：Multi Function Peripheral ）とを有する画像表示システムに本発明
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を適用したものである。
【００１８】
　［画像表示システムの全体構成］
　本形態の画像表示システム５００は，図１に示すように，画像の読取機能と印刷機能と
を有するＭＦＰ１００（画像処理装置の一例）と，内部メモリに記憶された画像データを
表示する電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂとを備えている。なお，画像表示システム５００を
構成する電子ペーパーは２台に限るものではなく何台配置されていてもよい。
【００１９】
　ＭＦＰ１００および各電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂは，Bluetooth（登録商標）等の無
線通信機能を有している。そのため，画像表示システム５００では，電子ペーパー２０Ａ
，２０ＢがＭＦＰ１００と通信可能な範囲内に位置する場合に，ＭＦＰ１００と電子ペー
パー２０Ａ，２０Ｂとの間でデータの読み書きが可能になる。
【００２０】
　［ＭＦＰの構成］
　続いて，ＭＦＰ１００の概略構成について説明する。ＭＦＰ１００は，図２に示すよう
に，ＣＰＵ３１と，ＲＯＭ３２と，ＲＡＭ３３と，ＮＶＲＡＭ（不揮発性ＲＡＭ）３４と
，ＡＳＩＣ３５と，ネットワークインターフェース３６と，無線通信インターフェース３
８と，画像形成部１０，画像読取部２０，操作パネル４０，ＲＦＩＤタグリーダ５０を備
え，ＡＳＩＣ３５を介して電気的に接続されている。
【００２１】
　画像形成部１０は，用紙に画像を形成するものである。画像形成方式は，公知の技術を
適用すればよく，例えば，電子写真方式やインクジェット方式が適用可能である。また，
画像形成部１０は，カラー画像の形成が可能であっても，モノクロ画像専用であってもよ
い。
【００２２】
　画像読取部２０は，原稿の画像を読み取るものである。また，本形態の画像読取部２０
は，原稿の自動搬送を行うＡＤＦ（Auto Document Feeder）を備えており，複数枚の原稿
を連続して読み取ることができる。
【００２３】
　操作パネル４０は，液晶ディスプレイからなる表示部や，スタートキー，ストップキー
，テンキー等から構成されるボタン群を備えている。この操作パネル４０により動作状況
の表示やユーザによる入力操作が可能になっている。
【００２４】
　ＲＦＩＤタグリーダ５０は，ＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）タグを検知
し，そのＲＦＩＤタグに対してデータの読み出しを行うものである。このＲＦＩＤタグリ
ーダ５０は，ＲＦＩＤタグが添付された原稿がＡＤＦの原稿トレイ上に載置された場合に
，そのＲＦＩＤタグにアクセス可能な範囲に配置されている。
【００２５】
　ＲＯＭ３２には，ＭＦＰ１００を制御するための各種制御プログラムや各種設定，初期
値等が記憶されている。ＲＡＭ３３は，各種制御プログラムが読み出される作業領域とし
て，あるいは画像データを一時的に記憶する記憶領域として利用される。
【００２６】
　ＣＰＵ３１は，ＲＯＭ３２から読み出した制御プログラムや各種センサから送られる信
号に従って，その処理結果をＲＡＭ３３またはＮＶＲＡＭ３４に記憶させながら，ＭＦＰ
１００の各構成要素を，ＡＳＩＣ３５を介して制御する。
【００２７】
　ネットワークインターフェース３６は，インターネット等のネットワークに接続され，
ＭＦＰ１００用のプリンタドライバが組み込まれた情報処理装置との接続を可能にしてい
る。無線通信インターフェース３８は，同じく無線通信機能を有するデバイス（本形態で
は，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂ）との接続を可能にしている。そして，ネットワークイ
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ンターフェース３６あるいは無線通信インターフェース３８を介して外部デバイスとデー
タ通信を行うことができる。
【００２８】
　［電子ペーパーの構成］
　続いて，電子ペーパー２０Ａの概略構成について説明する。図２は，電子ペーパー２０
Ａの電気的構成を示している。また，図３は，電子ペーパー２０Ａの外観を示している。
なお，電子ペーパー２０Ｂは，電子ペーパー２０Ａと同様の構成であるため，説明を省略
する。
【００２９】
　電子ペーパー２０Ａは，図２および図３に示したように，表示部６１と，フレーム６２
と，操作部６５と，無線通信インターフェース６６と，ＣＰＵ６７と，メモリ６８（記憶
部の一例）と，コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄとを備えている。
【００３０】
　表示部６１は，メモリ６８に記憶されている画像データを表示する液晶パネルである。
操作部６５は，電源ボタン，ページ送りボタン６３，ページ戻しボタン６４等から構成さ
れるボタン群を備えている。この操作部６５により表示の切り換え等の入力操作が可能に
なっている。
【００３１】
　メモリ６８は，各種制御プログラムが読み出される作業領域として，あるいは画像デー
タを記憶する記憶領域として利用される。ＣＰＵ６７は，メモリ６８から読み出した制御
プログラムや各種センサから送られる信号に従って各種の処理を行い，その処理結果をメ
モリ６８に記憶させながら，電子ペーパー２０Ａの各構成要素を制御する。
【００３２】
　コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄは，他の電子ペーパーとの接続を可能にする
ものである。具体的に，コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄは，図４に示すように
，外形が矩形である電子ペーパー２０Ａの，外周の４辺にそれぞれ設けられている。本形
態では，電子ペーパー２０Ａの長手方向を上下に配置した際に，上下に位置するコネクタ
をコネクタ６９Ａ，６９Ｂとし，左右に位置するコネクタをコネクタ６９Ｃ，６９Ｄとす
る。
【００３３】
　具体的に，コネクタ６９Ａは他の電子ペーパーのコネクタ６９Ｂと接続可能であり，コ
ネクタ６９Ｂは他の電子ペーパーのコネクタ６９Ａと接続可能である。一方，コネクタ６
９Ｃは他の電子ペーパーのコネクタ６９Ｄと接続可能であり，コネクタ６９Ｄは他の電子
ペーパーのコネクタ６９Ｃと接続可能である。
【００３４】
　また，コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄは，他の電子ペーパーが接続されたか
否かを検知するセンサが組み込まれている。そのため，例えば図５に示すように，電子ペ
ーパー２０Ａのコネクタ６９Ｄと電子ペーパー２０Ｂのコネクタ６９Ｃとを接続した場合
，電子ペーパー２０Ａとしては右側に他の電子ペーパーが接続されていることを認識でき
，電子ペーパー２０Ｂとしては左側に他の電子ペーパーが接続されていることを認識でき
る。
【００３５】
　［電子ペーパーの表示動作］
　続いて，電子ペーパー２０Ａの表示動作について説明する。本形態の電子ペーパー２０
Ａは，画像データの表示態様として，主として，電子ペーパー単体で１ページ分のページ
画像を表示する態様（基本表示。図４参照）と，他の電子ペーパーと連結して複数ページ
分のページ画像を見開きで表示する態様（見開き表示。図５参照）と，他の電子ペーパー
と連結して１ページ分のページ画像を各電子ペーパーが分担して表示する態様（拡大表示
。図６参照）とが実施可能である。
【００３６】
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　本形態の画像表示システム５００では，ＭＦＰ１００が各電子ペーパーへのデータの書
き込み機能を有し，電子ペーパー２０Ａで表示するための画像データをＭＦＰ１００から
電子ペーパー２０Ａに送り込む。例えば，ＭＦＰ１００が原稿を読み取り，その原稿の画
像データを電子ペーパー２０Ａに書き込む。また，例えば，ＭＦＰ１００に接続される外
部装置（ＰＣやＵＳＢメモリ）に画像データを用意し，その画像データをＭＦＰ１００を
介して電子ペーパー２０Ａに書き込む。電子ペーパー２０Ａは，書き込まれた画像データ
を適宜選択して表示する。
【００３７】
　以下の説明では，ＭＦＰ１００が原稿を読み取り，その原稿の画像データを電子ペーパ
ー２０Ａに書き込み，その画像データを電子ペーパー２０Ａで表示する手順を，ＭＦＰ１
００側の処理と，電子ペーパー２０Ａ側の処理とに大別して説明する。
【００３８】
　［第１の形態］
　　［読取送信処理（ＭＦＰ）］
　始めに，ＭＦＰ１００の処理として，原稿を読み取り，その画像データを電子ペーパー
２０Ａ，２０Ｂに送信する読取送信処理について，図７のフローチャートを参照しつつ説
明する。なお，本処理は，電子ペーパーへの書き込みが設定された状態で，ＡＤＦによる
原稿の読み取り指示を受け付けたことを契機に実行される。
【００３９】
　まず，ＭＦＰ１００と通信可能な範囲に位置する電子ペーパー（本形態では，電子ペー
パー２０Ａ，２０Ｂ）と無線通信し，各電子ペーパーの情報を取得する（Ｓ１０１）。す
なわち，ＭＦＰ１００が電子ペーパーに対して要求信号を出力する。電子ペーパー２０Ａ
，２０Ｂは，その要求信号に応じて，所定の情報（例えば，電子ペーパー固有の識別番号
，ユーザ情報，電子ペーパーが連結されている際の相対位置）を含む応答信号を出力する
。なお，電子ペーパーからの応答が１つもなければ，書き込み先の電子ペーパーが存在し
ない旨のエラーメッセージを操作パネル４０に表示し，電子ペーパーが検知されるまで待
機する。
【００４０】
　次に，ＡＤＦによる原稿の自動搬送を開始する（Ｓ１０２）。原稿は，先頭から１枚ず
つ順に搬送される。そして，原稿１面分の画像を読み取る（Ｓ１０３）。その後，読み取
った原稿の画像データに，ページ番号を付加する（Ｓ１０４）。すなわち，ページ番号が
合成された画像データを生成する。
【００４１】
　次に，Ｓ１０１で応答した電子ペーパーに対して，Ｓ１０４で生成した画像データを送
信する（Ｓ１０５）。Ｓ１０５では，Ｓ１０１で複数枚の電子ペーパーが応答した場合に
は，その応答した全ての電子ペーパーに対して画像データを送信する。
【００４２】
　次に，読み取っていない原稿があるか否かを判断する（Ｓ１０６）。読み取っていない
原稿がある場合には（Ｓ１０６：ＹＥＳ），Ｓ１０３に戻る。これを繰り返すことにより
，Ｓ１０１で応答した全ての電子ペーパーに対して，全ページ分の画像データを書き込む
。一方，全ての原稿の読み取りが完了した場合には（Ｓ１０６：ＮＯ），本処理を終了す
る。
【００４３】
　　［表示処理（電子ペーパー）］
　続いて，電子ペーパー２０Ａの処理として，画像データを表示する表示処理（特定部，
制御部の一例）について，図８のフローチャートを参照しつつ説明する。なお，本処理は
，電子ペーパー２０Ａが画像データの表示指示を受け付けたことを契機に実行される。
【００４４】
　まず，他の電子ペーパーの情報を取得する（Ｓ２０１）。具体的に，電子ペーパー２０
Ａは，コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄの各センサの検知信号を基に，どのコネ
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クタに他の電子ペーパーが接続されているか，また接続されている場合にはその他の電子
ペーパーにさらに他の電子ペーパーが接続されているかを問い合わせる。
【００４５】
　次に，他の電子ペーパーの情報が取得できたか否かを判断する（Ｓ２０２）。他の電子
ペーパーの情報が取得できた場合には（Ｓ２０２：ＹＥＳ），他の電子ペーパーとの間に
おける自身の相対位置を特定する（Ｓ２０３）。例えば，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂが
図５に示したような連結状態の場合には，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂは互いに２枚の電
子ペーパーが連結されていることを認識し，さらに，電子ペーパー２０Ａは左側に位置す
ることを特定する。他の電子ペーパーの情報が取得できなかった場合には（Ｓ２０２：Ｎ
Ｏ），Ｓ２０３をスキップする。
【００４６】
　次に，ページ送りを実行する際のページ送り数Ｎを決定する（Ｓ２０４）。例えば，電
子ペーパーが他の電子ペーパーと未接続である場合には，ページ送り数Ｎを１に決定する
。一方，複数枚の電子ペーパーが連結されている場合には，その連結されている電子ペー
パーの枚数や自身の配置に応じてページ送り数Ｎを決定する。例えば図５に示したような
２ページ分の見開き表示では，ページ送り数Ｎを２に決定する。また，例えば３枚の電子
ペーパーを連結する３ページ分の見開き表示では，ページ送り数Ｎを３に決定する。また
，例えば図６に示したような拡大表示では，ページ送り数Ｎを１に決定する。
【００４７】
　ページ送り数Ｎを決定した後は，自身の相対位置に適合するページ番号のページ画像を
読み出し，表示部に６１に表示する（Ｓ２０５）。また，図６に示したような拡大表示の
場合には，画像データ中の自身の相対位置に適合する部位を抽出し，その抽出した画像デ
ータを表示部６１に表示する。これにより，複数枚の電子ペーパーが連結された場合であ
っても，電子ペーパー同士が互いに連携し，連結状態に即して完成された画像が表示され
る。
【００４８】
　なお，本表示処理の実行開始の契機となる表示指示は，電子ペーパー２０Ａの電源投入
後や表示する画像データの選択後に発生する。また，この他にも，電子ペーパーの連結解
除後，あるいは新たな電子ペーパーの連結後にも発生する。つまり，電子ペーパーの連結
状態の変更に伴って表示内容が変更される。このとき，連結された電子ペーパー群は，表
示中のページ番号を記憶しており，そのページ番号を基準に再表示が行われる。
【００４９】
　　［ページ送り処理（電子ペーパー）］
　続いて，電子ペーパー２０Ａの処理として，表示画像のページ送り行うページ送り処理
（制御部の一例）について，図９のフローチャートを参照しつつ説明する。なお，本処理
は，電子ペーパー２０Ａのページ送りボタン６３ないしページ戻りボタン６４が押下され
たことを契機に実行される。
【００５０】
　まず，現在表示中のページ番号を取得する（Ｓ２２１）。さらに，図８の表示処理のＳ
２０４で決定したページ送り数Ｎを取得する（Ｓ２２２）。なお，Ｓ２２１とＳ２２２は
どちらが先であってもよい。
【００５１】
　次に，押下されたボタンがページ送りボタン６３であるかページ戻りボタン６４である
かを判断する（Ｓ２２３）。ページ送りボタン６３の場合には（Ｓ２２３：ＹＥＳ），現
在表示中のページ番号からＮ加算したページの画像データを表示する（Ｓ２２４）。一方
，ページ戻りボタン６４の場合には（Ｓ２２３：ＮＯ），現在表示中のページ番号からＮ
減算したページの画像データを表示する（Ｓ２２５）。これにより，複数枚の電子ペーパ
ーが連結された場合であっても，その連結状態に即してページ送りが行われる。
【００５２】
　なお，ページ送り処理は，自身のページ送りボタン６３ないしページ戻りボタン６４が
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押下されたことを契機に実行される他，連結する他の電子ペーパーのページ送りボタン６
３ないしページ戻りボタン６４が押下された場合にも実行される。つまり，他の電子ペー
パーのページ送りに連動して自身のページ送りも行われる。例えば，電子ペーパー２０Ａ
は，ページ送りボタン６３ないしページ戻りボタン６４が押下されると，当該ボタンが押
下された旨の信号を他の電子ペーパー２０Ｂに通知する。他の電子ペーパー２０Ｂはその
信号を受け付けたことを契機に自身のページ送り処理を実行する。これにより，複数枚の
電子ペーパーが連結されている際のページ送りにおける，画像を揃えることに関するユー
ザの手間を省くことができる。
【００５３】
　［第２の形態］
　続いて，画像表示システム５００の他の形態について説明する。第２の形態では，ＭＦ
Ｐ１００が電子ペーパーの連結構成を読み取り，各電子ペーパーに適切な画像データを書
き込んで完成された画像を表示する。この点，ＭＦＰ１００が各電子ペーパーに全ページ
の画像データを書き込み，電子ペーパー自身が，隣接する電子ペーパーとの整合をとって
完成された画像を表示する第１の形態とは異なる。
【００５４】
　第２の形態では，ＡＤＦでの読み取りを開始する前に，あらかじめ表示態様を設定して
おく。以下，本形態の読取送信処理（特定部，制御部，判別部の一例）について，見開き
表示が設定された場合と拡大表示が設定された場合とを説明する。
【００５５】
　　［読取送信処理（ＭＦＰ），見開き表示設定］
　始めに，ＭＦＰ１００の処理として，見開き表示が設定された場合の読取送信処理につ
いて，図１０のフローチャートを参照しつつ説明する。なお，図７の処理と同じ処理につ
いては，同じステップ番号を付して説明を省略する。また，本形態では，先頭ページの原
稿に，ＲＦＩＤタグが添付されたＲＦＩＤ用紙を利用する。そして，そのＲＦＩＤタグに
は，少なくとも文書の向き（縦書き／横書き）の情報が書き込まれている。
【００５６】
　まず，ＭＦＰ１００と通信可能な範囲に位置する電子ペーパー（本形態では，電子ペー
パー２０Ａ，２０Ｂ）と無線通信し，各電子ペーパーの情報を取得する（Ｓ１２１）。す
なわち，ＭＦＰ１００が電子ペーパーに対して要求信号を出力する。電子ペーパーは，そ
の要求信号に応じて，少なくとも電子ペーパー同士の相対位置を特定する位置情報を含む
応答信号を出力する。
【００５７】
　例えば，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂが図５に示すような連結状態の場合には，電子ペ
ーパー２０Ａからは右側に電子ペーパー２０Ｂが連結している旨の信号が，電子ペーパー
２０Ｂからは左側に電子ペーパー２０Ａが連結している旨の応答信号が，それぞれ出力さ
れる。そして，各電子ペーパーの情報を基に，電子ペーパー各々の相対位置を決定する（
Ｓ１２２）。
【００５８】
　次に，ＡＤＦによる原稿の自動搬送を開始する（Ｓ１０２）。そして，先頭の原稿に添
付されたＲＦＩＤタグの情報を読み取り，文書の向きを取得する（Ｓ１２３）。なお，Ｒ
ＦＩＤタグの情報が読み取れなかった場合には，デフォルト設定されている文書の向きに
従う。
【００５９】
　その後，原稿１面分のページ画像を読み取る（Ｓ１０３）。そして，読み取った原稿の
画像データに，ページ番号を付加する（Ｓ１０４）。
【００６０】
　次に，Ｓ１２３で取得した文書の向きに従って，該当ページの画像データの送信先の電
子ペーパーを選択する（Ｓ１２４）。例えば，図５に示したように，２枚の電子ペーパー
が連結され，原稿の文書の向きが和文横書きであれば，先行ページについては相対位置左
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側の電子ペーパー２０Ａが選択され，後続ページについては相対位置右側の電子ペーパー
２０Ｂが選択される。一方，原稿の文書の向きが和文縦書きであれば，先行ページについ
ては相対位置右側の電子ペーパー２０Ｂが選択され，後続ページについては相対位置左側
の電子ペーパー２０Ａが選択される。
【００６１】
　次に，Ｓ１２４で選択した電子ペーパーに対して，Ｓ１０４で生成した画像データを送
信する（Ｓ１２５）。その後，読み取っていない原稿があるか否かを判断し（Ｓ１０６）
，読み取っていない原稿がある場合には（Ｓ１０６：ＹＥＳ），Ｓ１０３に戻ってその読
み取っていない原稿の読み取りを行う。一方，全ての原稿の読み取りが完了した場合には
（Ｓ１０６：ＮＯ），本処理を終了する。
【００６２】
　本読取送信処理によれば，電子ペーパーの相対位置に応じて，見開き表示に必要なペー
ジの画像データのみが送信される。これにより，各電子ペーパーが，受信した画像データ
を表示することで，適切なページ順の見開き画像が完成する。さらに，電子ペーパーの相
対位置に応じて，必要な画像データのみが送られる。そのため，各電子ペーパーのメモリ
６８の圧迫が少ない。
【００６３】
　　［読取送信処理（ＭＦＰ），拡大表示設定］
　続いて，ＭＦＰ１００の処理として，拡大表示が設定された場合の読取送信処理につい
て，図１１のフローチャートを参照しつつ説明する。なお，図７や図１０の処理と同じ処
理については，同じステップ番号を付して説明を省略する。また，本形態では，先頭ペー
ジの原稿に，ＲＦＩＤタグが添付されたＲＦＩＤ用紙を利用する。そして，そのＲＦＩＤ
タグには，少なくとも表示の向き（画像回転有／画像回転無）の情報が書き込まれている
。
【００６４】
　まず，ＭＦＰ１００と通信可能な範囲に位置する電子ペーパー（本形態では，電子ペー
パー２０Ａ，２０Ｂ）と無線通信し，各電子ペーパーの情報を取得する（Ｓ１２１）。そ
して，各電子ペーパーの情報を基に，電子ペーパー各々の相対位置を決定する（Ｓ１２２
）。
【００６５】
　次に，ＡＤＦによる原稿の自動搬送を開始する（Ｓ１０２）。そして，先頭の原稿に添
付されたＲＦＩＤタグの情報を読み取り，表示の向きを取得する（Ｓ１４３）。なお，Ｒ
ＦＩＤタグの情報が読み取れなかった場合には，デフォルト設定されている表示の向きに
従う。
【００６６】
　その後，原稿１面分の画像を読み取る（Ｓ１０３）。そして，読み取った原稿の画像デ
ータに，ページ番号を付加する（Ｓ１０４）。
【００６７】
　次に，Ｓ１４３で取得した表示の向きと各電子ペーパーの相対位置に従って，該当ペー
ジの画像データを分割する（Ｓ１４４）。例えば，図６に示したように，２枚の電子ペー
パーが連結され，表示の向きを９０度回転させるものあれば，画像を９０度回転させた上
で，左右に等分割する。そして，Ｓ１４４で分割した各画像データの，送信先の電子ペー
パーを選択する（Ｓ１４５）。
【００６８】
　次に，Ｓ１４５で選択した各電子ペーパーに対して，それぞれ適切な画像データを送信
する（Ｓ１４６）。その後，読み取っていない原稿があるか否かを判断し（Ｓ１０６），
読み取っていない原稿がある場合には（Ｓ１０６：ＹＥＳ），Ｓ１０３に戻ってその読み
取っていない原稿の読み取りを行う。一方，全ての原稿の読み取りが完了した場合には（
Ｓ１０６：ＮＯ），本処理を終了する。
【００６９】
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　本読取送信処理によれば，電子ペーパーの相対位置に応じて，拡大表示に必要な画像デ
ータのみが送信される。そのため，各電子ペーパーが，受信した画像データを表示するこ
とで，１ページ分の拡大画像が完成する。さらに，ＭＦＰ１００から分割済みの画像デー
タのみが送られる。そのため，電子ペーパー個々で画像分割する手間がなく，電子ペーパ
ーの負荷が小さい。
【００７０】
　なお，第２の形態では，文書の向きあるいは表示の向きを取得する際にＲＦＩＤタグか
ら情報を読み出しているがこれに限るものではない。例えば，読み取りを開始する前に，
ＭＦＰ１００が文書の向きあるいは表示の向きの設定を促してもよい。また，文書の向き
については，原稿の文字を光学的に読み取り，あらかじめ記憶されたパターンとの照合に
よって文字を特定する機能を有するＯＣＲ（Optical Character Reader）を配置し，ＯＣ
Ｒの識別結果を基に文書の向きを自動判別してもよい。
【００７１】
　以上詳細に説明したように実施の形態の画像表示システム５００は，電子ペーパー２０
Ａ，２０Ｂを連結した際，各電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂの相対位置を特定している。そ
して，完成された画像が表示されるように，各電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂが各自の相対
位置に適したページ画像を表示している。その結果，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂを連結
させた状態で，完成された画像が自動的に表示される。そのため，複数枚の電子ペーパー
によって完成された画像を表示するのに，ユーザが画像を揃える手間がない。よって，複
数枚の電子ペーパーを利用する場合であっても，１つの意味のある表示を簡便に行うこと
ができる。
【００７２】
　なお，本実施の形態は単なる例示にすぎず，本発明を何ら限定するものではない。した
がって本発明は当然に，その要旨を逸脱しない範囲内で種々の改良，変形が可能である。
例えば，画像処理装置は，ＭＦＰに限らず，プリンタ，コピー機等，画像処理機能を備え
るものであれば適用可能である。また，必ずしも画像処理装置に限るものではなく，パー
ソナルコンピュータやワークステーション等の情報処理装置であってもよい。
【００７３】
　また，電子ペーパーがモーションセンサ等を内蔵することで，電子ペーパーの向き判定
してもよい。この場合，電子ペーパーの向きが変わる度に電子ペーパーの表示処理を実行
し，電子ペーパーの向きに適したページ画像を表示するとよい。例えば図５に示したよう
な２ページ分の見開き表示では，電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂを連結させたまま上下反転
させた場合に，向きの変更を検知し，その向きの変更に連動して電子ペーパー２０Ａ，２
０Ｂの表示内容を入れ替えるとよい。
【００７４】
　また，実施の形態では，電子ペーパー同士を物理的に連結しているが，互いの位置関係
が特定できればよく，必ずしも物理的な連結でなくてもよい。例えば，ＧＰＳ等の無線通
信によって他の電子ペーパーとの相対位置が認識できるのであれば，物理的に連結してい
なくても複数枚の電子ペーパーを利用して完成された画像の表示が可能である。
【００７５】
　また，実施の形態では，コネクタ６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄを介して電子ペーパ
ー自身が自動的に相対位置を特定しているが，これに限るものではない。例えば，ユーザ
が，電子ペーパーに対して，左側，右側等の位置情報を入力することで相対位置を特定す
る構成であってもよい。
【００７６】
　また，実施の形態では，無線通信によってＭＦＰ１００と電子ペーパー２０Ａ，２０Ｂ
とが通信を行っているが，これに限るものでない。例えば，有線（電子ペーパーを順番に
接続する態様）であってもよい。
【符号の説明】
【００７７】
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２０Ａ，２０Ｂ　電子ペーパー
６６　　無線通信インターフェース
６１　　表示部
６５　　操作部
６８　　電子ペーパーのメモリ
６９Ａ，６９Ｂ，６９Ｃ，６９Ｄ　コネクタ
１００　ＭＦＰ
５００　画像表示システム
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